
防災情報　警戒レベルの変更／市長ダイアリー 春の叙勲受章者
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◇
５
月
16
日
〜
6
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
木
） ▽
令
和
元
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会(

本
庁
舎)

17
日（
金
） ▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会(

ホ
テ
ル
松
鶴)

▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
第
１
０
０
回
取
締
役
会(

〃)

18
日（
土
） ▽
２
０
１
９
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー(

阿
仁
庁
舎
前)

▽
阿

仁
合
駅
発
着
メ
ロ
デ
ィ
お
披
露
目
会(

阿
仁
合
駅)

▽
四
季
美
湖
東
屋
建
設
完
成
式
典

(

四
季
美
湖)

▽
四
季
美
湖
東
屋
完
成
祝
賀
会
並
び
に
植
樹
事
業
懇
親
会(

四
季
美
館)

20
日（
月
） ▽
自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式(

本
庁
舎)

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
第
１
回
理
事
・

監
事
会(

イ
ヤ
タ
カ)

21
日（
火
） ▽
北
秋
田
建
設
業
協
会
第
54
回
定
時
総
会
懇
親
会(

ホ
テ
ル
松
鶴)

22
日（
水
） ▽
早
期
求
人
提
出
の
要
請
書
提
出(

北
秋
田
商
工
会)

▽
北
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励

員
協
議
会
委
嘱
状
交
付(

コ
ム
コ
ム)

23
日（
木
） ▽
愛
知
県
扶
桑
町
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
エ
ー
ル
交
換(

本
庁
舎)

▽
北
秋
田
職
業

訓
練
協
会
第
50
回
通
常
総
会(

第
二
庁
舎)

24
日（
金
） ▽「
県
民
防
災
の
日
」防
災
訓
練
閉
会
式(

文
化
会
館)

26
日（
日
） ▽
東
京
圏
あ
に
会
総
会(

東
京
都)

27
日（
月
） ▽
大
館
北
秋
田
地
域
林
業
成
長
産
業
化
協
議
会
総
会(

プ
ラ
ザ
杉
の
子)

28
日（
火
） ▽
小
坂
重
人
氏
日
本
ベ
テ
ラ
ン
ズ
国
際
柔
道
大
会
優
勝
報
告(

本
庁
舎)

▽
第
１
回
秋

田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会(

市
町
村
会
館)

▽
秋
田
県
生
活
排
水
処
理
事
業

連
絡
協
議
会
設
立
総
会(

〃)

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９
あ
き
た
決
起
集
会(

〃)

29
日（
水
） ▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
９　
第
15
回
北
秋
田
市
長
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
開
会
式

(

鷹
巣
体
育
館)

▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
の
意
見
交
換
会(

本
庁
舎)

30
日（
木
） ▽
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会(

保
健
セ
ン
タ
ー)

▽
第
１
回
北
秋
田
市
総

合
教
育
会
議(

コ
ム
コ
ム)

31
日（
金
） ▽
定
例
記
者
会
見(

本
庁
舎)

2
日（
日
） ▽
北
秋
田
市
水
防
訓
練
訓
練
説
明
開
会
式(

米
代
川
河
川
敷)

▽
内
陸
線
鷹
巣
駅
駅
メ
ロ

お
披
露
目
会(

同
所)

▽
第
35
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り(

銀
座
通
り)

3
日（
月
） ▽
森
吉
地
区
自
治
会
長
会
要
望
書
提
出(

本
庁
舎)

▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
総
会

懇
親
会(

ホ
テ
ル
松
鶴)

4
日（
火
） ▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
定
時
社
員
総
会(

イ
ヤ
タ
カ)

5
日（
水
） ▽
第
１
回
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

9
日（
日
） ▽
綴
子
地
区
農
地
水
環
境
保
全
組
織
地
域
環
境
植
栽(

綴
子
農
村
公
園)

10
日（
月
） ▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会(

北
秋
田
市
民
病
院)

11
日（
火
） ▽
米
代
川
北
秋
田
地
区
重
要
水
防
箇
所
合
同
巡
視(

鷹
巣
第
２
排
水
樋
管)

▽
北
秋

田
市
鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会(

コ
ム
コ
ム)

12
日（
水
） ▽
秋
元
哲
夫
氏
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰
受
賞
報
告(

本
庁
舎)

13
日（
木
） ▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
初
日(

本
庁
舎)

14
日（
金
） ▽
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使 

押
尾
川
親
方（
元
豪
風
関
）表
敬
訪
問(

本
庁
舎)

▽
秋

田
県
信
用
組
合
創
業
70
年
記
念
寄
附
金
贈
呈
式(

本
庁
舎)

（阿仁前田・80歳）
－地方自治功労－

（阿仁吉田・77歳）
－地方自治功労－

旭日小綬章
春の叙勲

　平成元年９月に森吉町議会議員に初当選し、以来、
平成17年３月まで４期16年間にわたり、森吉町議会
議員を務め、市町村合併後は北秋田市議会議員とし
て４期13年間にわたり地方自治発展のため尽力され
ました。平成13年10月から17年３月までは森吉町議
会議長として、他町議会との調整に奔走し尽力され
ました。特に、合併後の議会では、合併直後のあわ
ただしい状況の中、副議長を２期５年間にわたって
務められ、合併後の市政へのチェック機能を果たし、
議会の円滑な運営と事業施行に尽力されました。

旭日小綬章
春の叙勲

　昭和54年、阿仁町議会議員に初当選し、以来、
平成17年3月の市町村合併まで７期25年にわたり阿
仁町議会議員を務め、市町村合併後も、北秋田市議
会議員として４期10年にわたり在籍し、地方自治
発展に尽力されました。特に、山間豪雪地域であり
山林が90％を占める旧阿仁町の農林畜産業の振興
に加え、生活環境、教育環境の整備に活躍し、合併
後の議会では、決算特別委員会委員長などの要職を
歴任し、常に議員として、住民の立場を尊重し「地
域づくり・人づくり」に多大な尽力をされました。

春の叙勲春の叙勲
令和元年５月21日に発令された、令和元年春の叙勲の市内受章者を紹介します。

庄司憲三郎さん
しょうじけんざぶろう

吉田 仁吉郎さん
よしだ にきちろう

※年齢は発令時点

令和元年 ～長年の功績をたたえて～長年の功績をたたえて

（綴子・71歳）
－消防功労－

（阿仁根子・73歳）
－消防功労－

瑞宝単光章
春の叙勲

　昭和48年４月から鷹巣町消防団に入団し、平成12
年４月には班長に昇任。各種訓練大会、研修会に参
加するとともに、火災予防巡回に昼夜をいとわず努
力され有事の際には被害を最小限に止めるよう力を
尽くされました。平成14年４月には鷹巣町副分団長
に就任、平成16年４月には分団長、平成23年４月に
は副団長に就任して地域の防災責任者として防災意
識の高揚を呼びかけ、地域ぐるみの防災体制づくり
を実践されるとともに、地域の消防力強化を訴え、
消防設備の整備拡充にも尽力されました。

瑞宝単光章
春の叙勲

　昭和41年７月から、阿仁町消防団に入団し、昭
和62年１月には班長、平成元年には部長に昇任し、
分団長の補佐を的確に行うとともに、平成12年４
月には副分団長、平成13年４月には分団長に就任し、
地域の防災責任者として地域住民に対し、防災意識
の高揚を呼びかけ、地域ぐるみの防災体制づくりに
功績を残されました。特に、出稼ぎなどで団員不足
になりがちな冬期間の防災活動に精励され、分団内
はもとより近隣分団との連携を図り、有事の際に適
切な対応ができるよう尽力されました。

太田 兵一さん
おおた ひょういち

山田 直孝さん
やまだ なおたか

逃げ遅れゼロへ！警戒レベル４で全員避難！

心構えを
高める

避難行動
の確認

避難に時間を
要する人は避難

安全な場所へ
避難

　「警戒レベル」を用いた避難勧告等の発令について
水害・土砂災害の避難情報等の伝え方が変わります
　平成30年7月西日本豪雨における教訓を踏まえ、国では洪水、土
砂災害、河川の氾濫などの際に、住民がとるべき行動を直感的に
理解できるよう、市町村による避難勧告等の避難情報や、気象庁
などによる気象警報などの防災気象情報が、５段階の警戒レベル
を用いて伝達されることになりました。市より「警戒レベル❸❹」
が発令された地域にお住まいの方は速やかに避難してください！

＜警戒レベルを導入した避難情報等＞

警戒レベル

警戒レベル

警戒レベル２

警戒レベル１

全
員
避
難！

全
員
避
難！

全
員
避
難！

高
齢
者
等
は

避
難！

高
齢
者
等
は

避
難！

高
齢
者
等
は

避
難！

 総務課危機管理係 ☎62‐6602

１. 各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。
２. 災害発生情報〔警戒レベル●❺〕は、災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令します。
３. 地域の状況に応じて緊急的又はかさねて避難を促す場合等に発令します。

３

４

避難に時間を
要する人とは
ご高齢の方、障が
いのある方、乳幼
児等とその支援者
をいいます。

３警戒レベル

＜気象庁発表＞ ＜気象庁発表＞ ＜市が発令＞ ＜市が発令＞

問


